
仙台い のらの電話

｢ すみれの会｣ の ご案内

自死遺族の方が

想いを話す ことを中心に

同 じような体験をされた方々と

安心 して語り合い ､ ささえあう

わかちあいの場所です

【日時 : 毎月 2 回 第1 土 曜 日 ･ 第 3 水曜 日 1 3 時 ～ 1 5 時】

簑1 土曜日 自死で大切な人を亡くされた方 ( 家族 ･ 友人等)

第3 水曜日 自死で ご家族を亡くされた方 ( 家族限定)

参加費
会 場

3 0 0 円

仙台市市民活動サポ
ー トセ ンタ ー

( 地下鉄広瀬通駅 西 5 番出口前)

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 2 0 1 6 年 8 月 の開催日 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

■自死で大切な人を亡くされた方

8 月 6 日 ( 土) 1 3 時 ～ 1 5 時

■ 自死で ご家族を亡くされた方

8 月 1 7 日 ( 水) 1 3 時 ～ 1 5 時

問 い合わせ : 仙台い のらの電話事務局 0 2 2
-

7 1 8 - 4 4 0 1
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